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	 プラズマの体積再結合過程は非接触ダイバ

ータの形成に重要な役割を果たすことが知ら

れており、高エネルギーイオン流と共存するプ

ラズマ中の体積再結合過程の理解はダイバー

タプラズマ研究の重要課題である。我々の研究

グループでは、上記課題の解明を目指してダイ

バータプラズマ模擬装置DT-ALPHAを用いた
実験を行っている。DT-ALPHA装置はプラズマ
生成に13.56 MHzの高周波を用いる高周波放電
装置であり、装置内への高エネルギーイオンビ

ームの入射が可能な構造を持つ[1]。装置下流の
テスト領域からヘリウム二次ガスを供給する

ことでヘリウム体積再結合プラズマの生成が

可能である[2]。DT-ALPHA装置上流端にはイオ
ンビーム源が接続されており、エネルギーE = 
10 keV程度のヘリウムイオンビームを装置内に
入射することができる。 
	 本実験ではヘリウム体積再結合プラズマ中

にE = 13 keVのヘリウムイオンビームを重畳し、
再結合スペクトル強度の応答を調査した。イオ

ン衝突断面積を一定に保つため、ビームエネル

ギーは固定し、引き出しビーム密度(イオン源内
アーク電流)によりイオンビーム束を制御して
いる。図 1に示すのは再結合スペクトル
(23P-103D)発光強度のイオンビーム束依存性で
ある。イオンビーム束は装置下流端に設置され

たファラデーカップにより評価した。再結合プ

ラズマの電子温度および電子密度はTe = 0.3 eV, 
ne = 1019 m-3程度である。図1の縦軸はイオンビ
ームの流入に伴う発光強度の変化量ΔIを表し
ており、イオンビーム入射が無くプラズマのみ

の場合に得られる発光強度Iで規格化されてい

る。図再結合スペクトル強度はイオンビームの

流入により減少し、ΔI/Iはイオンビーム束に比
例する傾向を示している。再結合プラズマ中に

おける励起原子の占有密度は体積再結合過程

により決定されるため、図1はターゲットプラ
ズマ中の体積再結合過程の反応率が減少した

ことを示唆している。本講演では、高エネルギ

ーイオンビーム流入時のプラズマの応答をイ

オン衝突の観点から評価した結果を報告する。 
	 本 研 究は科学研究費補助金 (22740357, 
26420848)により支援されている。 
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図1	 ヘリウム体積再結合スペクトル発光強度のイ
オンビーム束に対する応答。 
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